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周術期合併症に POCUS(Point of Care Ultrasound) を活用しよう

日時：2022年11月12日（土）　9：00～11：40

会場：ハンズオンセミナー会場（国立京都国際会館 5F　Room 501）

責任者：小澤　章子（ 国立病院機構静岡医療センター麻酔科）
二階　哲朗（ 島根大学附属病院集中治療部）
中島　芳樹（ 浜松医科大学医学部麻酔・蘇生学講座）
野村　岳志（ 東京女子医科大学集中治療科）

インストラクター：
木村　哲朗（ 浜松医科大学医学部麻酔・蘇生学講座）
森　　英明（ 島根大学医学部麻酔科学教室）
小林　賢輔（ 浜松医科大学医学部麻酔・蘇生学講座）
杉村　　翔（浜松医科大学医学部麻酔・蘇生学講座）
鈴木　昭広（ 自治医科大学附属病院周術期センター長）
太田　淳一（ 島根大学附属病院集中治療部）

セミナー概要
周術期危機管理マネジメント～ Point of Care Ultrasound⎝POCUS⎠を活用しよう～
麻酔科医師には周術期におけるショックや低酸素血症など危機的状況をマネジメントする能力が要求され

ます．危機的状況におけるPoint of Care Ultrasound⎝POCUS⎠は確実な診断につながり，患者予後を向上につ
ながります．本セミナーでは周術期危機管理におけるPOCUS活用の獲得を目標とした基本的な内容を学べる
場とします．あなたがエコーをするかしないか，それで生死が変わるかもしれません．ご参加をお待ちしてい
ます．

学習目標
１．周術期危機的状況（ショック・低酸素血症）の原因検索に積極的にPOCUSを用いる意義を理解する．
２．POCUSの診断方法・技術を獲得する．
３．臨床現場を再現したクリニカルシナリオを通じて，どのようにPOCUSを臨床応用するか実践する．

共催
日本医学シミュレーション学会
ABCD sonography
レールダルメディカルジャパン株式会社
富士フイルムメディカル株式会社

対象
周術期POCUSの獲得を目指す麻酔科医師 12名
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事前参加登録制
参加費：1,000円
※本セミナーの参加者は本学会の参加登録が必須です．
※詳細は大会ホームページをご確認ください．


